
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
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種

郵
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物

認
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日
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行
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機
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の
休
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休
刊
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〇
金
融
庁
告
示
第
百
十
二
号

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
振
興
銀
行
株
式
会
社

に
対
し
、
業
務
の
停
止
を
命
じ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
六

条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

一

業
務
の
停
止
の
範
囲

^

平
成
二
十
二
年
九
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
九

月
十
二
日
ま
で
の
間
、
す
べ
て
の
業
務
（
た
だ
し
、

法
令
上
の
義
務
に
基
づ
く
行
為
、
左
記
_

の
命
令
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
為
、
平
成

二
十
二
年
九
月
九
日
以
前
に
既
に
締
結
し
た
融
資
契

約
（
借
換
え
に
関
す
る
合
意
を
含
む
。）の
履
行
・
結

了
に
伴
う
行
為
及
び
当
局
が
個
別
に
承
認
し
た
行
為

を
除
く
。）を
停
止
す
る
こ
と
。

_

資
産
の
劣
化
を
防
止
し
、
預
金
者
及
び
そ
の
他
の

顧
客
（
以
下
「
預
金
者
等
」
と
い
う
。）の
保
護
に
万

全
を
期
す
た
め
、
左
記
の
措
置
等
を
行
う
こ
と
。

Ë

預
金
者
及
び
預
金
の
正
確
な
把
握
を
行
う
こ

と
。

ô

資
産
内
容
の
悪
化
を
招
く
貸
出
の
実
行
、
高
金

利
の
預
金
の
受
入
れ
な
ど
、
資
産
内
容
の
一
層
の

悪
化
を
招
く
行
為
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
融
資

金
の
管
理
・
回
収
を
適
切
に
行
い
、
資
産
の
保
全

を
図
る
こ
と
。

ã

預
金
者
等
の
間
に
お
け
る
公
平
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、融
資
金
の
管
理
・
回
収
を
適
切
に
行
い
、

資
産
の
保
全
を
図
る
こ
と
。

ß

本
命
令
の
内
容
及
び
資
産
の
保
全
等
に
つ
い

て
、
預
金
者
等
に
適
切
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
預
金
者
等
の
保
護
の
た
め
に
万
全
の
対
応
を

行
う
こ
と
。

ç

右
記
Ë
な
い
し
ß
の
実
施
状
況
を
別
途
指
示
す

る
と
こ
ろ
に
よ
り
報
告
す
る
こ
と
。

二

命
令
発
出
日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
日

〔
告

示
〕

〇
銀
行
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
銀
行
に
業
務
の
停
止
を
命
じ
た
件

（
金
融
庁
一
一
二
）

J

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
総
務
三
八
三
、
三
八
六
）

K

〇
政
党
助
成
法
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
三
八
四
）

L

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
及
び
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
の
一
部
を
訂
正
す
る
件
（
同
三
八
五
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
五
三
三
）

M

〇
肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
均
売
買

価
格
を
告
示
す
る
件

（
農
林
水
産
一
七
九
七
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
七
九
八
〜
一
八
〇
五
）

N

〇
知
床
国
立
公
園
に
お
け
る
生
態
系
維
持
回

復
事
業
計
画
の
策
定
に
係
る
件

（
農
林
水
産
・
環
境
六
）

O

〇
尾
瀬
国
立
公
園
に
お
け
る
生
態
系
維
持
回

復
事
業
計
画
の
策
定
に
係
る
件
（
同
七
）

〇
飛
行
制
限
区
域
を
定
め
る
告
示

（
国
土
交
通
一
一
九
四
）

〇
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に

関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
一
九
五
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
及
び
解
除

す
る
件
（
同
一
一
九
六
、
一
一
九
七
）

P

〇
知
床
国
立
公
園
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区

に
つ
い
て
立
入
り
に
際
し
環
境
大
臣
の
認

定
が
必
要
な
期
間
を
定
め
る
件

（
環
境
五
九
）

〇
知
床
国
立
公
園
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区

に
つ
い
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の

人
数
の
範
囲
を
定
め
る
件
（
同
六
〇
）

〇
知
床
国
立
公
園
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区

に
つ
い
て
環
境
大
臣
が
利
用
調
整
地
区
ご

と
に
定
め
る
期
間
を
定
め
る
件（
同
六
一
）

〇
知
床
国
立
公
園
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区

に
つ
い
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
注
意
事
項

を
定
め
る
件
（
同
六
二
）

〇
知
床
国
立
公
園
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区

に
つ
い
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定

め
る
件
（
同
六
三
）

Q

〇
知
床
国
立
公
園
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区

に
係
る
立
入
り
の
認
定
及
び
立
入
認
定
証

の
再
交
付
の
手
数
料
の
額
を
定
め
る
件

（
同
六
四
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
皇
室
事
項
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
神
奈
川
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
）

R

国
家
試
験

平
成
二
十
二
年
度
船
舶
に
乗
り
組
む
衛
生
管

理
者
試
験
の
実
施
に
関
す
る
公
示

（
国
土
交
通
省
）

R

公
聴
会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る

公
聴
会
の
開
催
（
近
畿
経
済
産
業
局
）

J
I

〔
資

料
〕

機
械
受
注
統
計
調
査
報
告
（
平
成
二
十
二
年

八
月
）（
実
績
）（
内
閣
府
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

L
I

˜
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